
 

静岡市監査委員会議記録 

 

会  議  令和２年度 第６回 監査委員定例協議会 

 

開催日時  令和２年 10月５日（月）午前９時 15分～10時 50分  

 

出 席 者  監査委員 村松 眞、白鳥三和子、山根田鶴子、山本 彰彦 

   事務局長 森井 聡 

   書  記 小倉 淳司 

     白鳥 浩司、山田 裕、鈴木 浩之、稲葉 典子 

     石川 修之、山本 和延、神山 悟 

     新海 拓也、望月健司郎、杉村 浩史 

 

──────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 小倉次長 

 

２ 例月現金出納検査等（８月分） 

   各会計の担当係長から、会計毎の予備検査結果について、現金出納が適正に処理され

ている旨の報告があり、その後、監査委員による質疑を実施した。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 石川係長（監査第２係） 

  イ 病院事業会計 新海係長（監査第３係） 

  ウ 水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  エ 簡易水道事業会計 白鳥次長補佐（監査第１係） 

  オ 下水道事業会計 石川係長（監査第２係） 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

    特になし 

 

  イ 病院事業会計 

   （村松代表） 

    特別損失の当月分貸方の内容について説明してほしい。 



 

   （事務局） 

    会計年度任用職員への賞与支払に係る法定福利費引当金の残額を、最初に費用計

上した特別損失に戻入したものである。 

 

  ウ 水道事業会計 

    特になし 

 

  エ 簡易水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    預金支出内訳書の人件費支出額欄に４人と記載されているが、この係数は、毎月、

変動する性質のものか。 

   （事務局） 

    御指摘の記載は、保守管理や維持管理を含めた簡易水道事業会計の収益的収支に

関連する事業に従事する職員の数で、基本的には、月ごとに変動する性質のものでは

ない。 

   （村松代表） 

    水道事業会計の同じ様式には資本的収支に係る人件費が記載されているが、簡易

水道事業会計では収益的収支に係る人件費のみが計上されている。今後、簡易水道に

おいて資本的支出に係る事業を担う人件費を支出する見込みはあるか。 

   （事務局） 

    簡易水道事業会計にも若干の資本的支出があるものの、全体的にみて維持管理が

主な業務であり、また、今後も拡張工事は予定されていないことから、資本的支出に

係る人件費が計上される見込みは、現在のところないものと考える。 

 

  オ 下水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    先月の検査で、金融機関の残高証明に関する確認を上下水道局で行っているとの

話があったが、その結果はどうなったのか。 

   （事務局） 

    10月分の検査から対応できる見込みとのことである。 

 

３ 協議会議事 

（１）協議事項 

  ア 協第22号 令和２年度定期監査実施計画の策定について 

   ① 説明者 新海係長 

   ② 要 旨 議案集により説明 



 

   ③ 発言等 

   （山本委員） 

    令和２年度定期監査は、葵区役所にあるすべての所属を対象に実施するとのこと

であるが、各区共通の課題を監査する観点から、区役所に置かれた特定の所属につい

て、すべての区役所のものを対象に監査するという考え方もあるのではないか。 

   （事務局） 

    現状、３年間のローテーションで全庁全所属を監査する方法を採っており、その中

で、区役所については、各年度において、特定の区役所の全所属を対象に監査する手

法によっている。 

   （村松代表） 

    過去の事例では、各区生活支援課を対象とした監査で、生活保護費に係る返還金等

の債権管理についての課題が把握され、これを、取りまとめを担う福祉総務課に対す

る意見としたことがある。 

    過去には区政課という区役所業務を取りまとめる本庁課があったが、区政課がな

い現在は、各区を取りまとめる地域総務課を対象とした監査の中で、必要に応じて意

見を付している。 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  イ 協第23号 令和２年度定期監査（財産区）実施計画の策定について 

   ① 説明者 新海係長 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 特になし 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  ウ 協第24号 令和２年度行政監査（テーマ監査）実施計画の策定について 

   ① 説明者 白鳥次長補佐 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 

   （山本委員） 

    過去の監査の結果、準公金に問題があるという観点から今回のテーマを選定した

とのことであるが、準公金に問題があるならば、全庁的な監査を実施する必要がある

のではないか。 

   （事務局） 

    準公金の管理の状況については、総務局コンプライアンス推進課においてもモニ



 

タリングをしているところであり、今回の監査は、準公金の中でも、特に、前年度及

び前々年度の行政監査で課題の見出された、学校の取り扱う準公金に的を絞って実

施したいと考えている。 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

  エ 協第25号 指摘事項に対する措置状況（定期監査）の公表について 

   ① 説明者 白鳥次長補佐 

   ② 要 旨 議案集により説明 

   ③ 発言等 特になし 

   ④ 結 果 村松代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で

承認された。 

 

（２）その他連絡事項 

  ア 出資団体監査、指定管理者監査及び学校監査の今後の日程について 

・・・・・白鳥次長補佐が説明  

  イ 工事監査現場調査及び講評の日程について 

・・・・・石川係長が説明  

  ウ 令和２年度第５回定例協議会の議事録の公表について 

・・・・・白鳥次長補佐が説明  

  エ 10・11月の日程について 

・・・・・小倉次長が説明  

 

４ 閉会宣言 小倉次長 

 

 

 

 

 

 


